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１．研究計画の概要 
 本研究では，現代日本語研究にとってもっ
とも重要な研究基盤と位置付けられる「書籍
コーパス」を構築することを目的とする。こ
のコーパスは，従来の新聞や文学作品といっ
た単一のジャンルから構成される電子資料
と違って，多様なジャンルや文体を持つ書籍
を資料として，その資料的あるいは言語的諸
特性を適切に代表するコーパスとして設計
する。そのために，ランダムサンプリング，
ＸＭＬによるタグに記述，斉一的な言語単位
による形態素情報の付与，著作家処理を行い，
多方面での高度な活用を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
○2006 年度  
 コーパスの全体設計及び電子化仕様の確
定，サンプリングにおける近隣図書館からの
協力・著作権処理における作家団体からの協
力の獲得など、構築体制の基盤を固めた。約
600 万語（書籍）の構築し，報告書 2 冊刊行
した。  
○2007 年度  
 コーパスの規模を約 3400 万語（書籍）に
増やし，書籍全体の 50%をサンプリングと入
力を完了した。コアデータの設計と構築，形
態素解析用辞書の整備等，付加情報の充実を
図った。検索デモンストレーションサイトの
公開(5 月)し，著作権処理の円滑化を目指し
た。報告書 4 冊を刊行した。 
○2008 年度  
 書籍全体の約 80％のサンプリングと入力
を完了し，コーパスの規模を約 5200 万語（書
籍）に増やした。コアデータ 50 万語分を領
域内公開するとともに，長単位による解析も

開始した。モニター公開データ(2800 万語)
の配布を開始(7 月)。報告を 3 冊刊行した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 2008 年度末で必要書籍サンプル数 25208 
に対してサンプリング 78.9%，電子化（入力）
77%，ＸＭＬ化 73%を達成した。ＸＭＬ化ま
で終了した語数は推定 5400 万語で，計画の
目標である 5000 万語を突破した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2009 年度：残りの約 20％の書籍の入手，
サンプリング，電子化，著作権処理に努め，
同時に形態素解析の精度向上のため，短単位
データベースへの未知語登録を進める。 
 2010 年度：サンプルのジャンル別構成比に
留意しながらサンプルの取得を進め，予定ど
おりの均衡コーパスを完成させる。 
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